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森田 博                
理科クラブ振り返り 

みずすまし活動報告 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

理科専科通信 



〇印象に残ったことは？ 

・ペットボトルロケットが真っ直ぐ飛んだこと。雪（尿素結晶）がちゃんとついたこと。 

・クリスマスツリーに雪を降らせたことです。 

・毎年恒例の、ペットボトルロケットはもちろん、ツリー作りも楽しかった。 

・川にどんな生き物がいるか調べたこと。 

・割り箸飛行機です。 

・ペットボトルや川探検が楽しかった。 

・ペットボトルを作ったことが楽しかった。川探検も面白かった。 

 

〇来年も理科クラブに入るとしたら何がしたい？ 

・スライムづくり。 

・ピタゴラスイッチを作りたい。 

・もう一回ペットボトルロケットを飛ばしたい。 

・理科の色んな実験をしたい 

・とてもよく飛ぶ紙飛行機を作ってみたい。 

・水にかかわる実験をしたいです。またやってない実験もしてみたいです。 

・また、クリスマスツリーを作ることがしたい。 

 

〇水生生物調査で見つかった生き物たち 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

ドンコ 



天気 天気

晴れ 曇り

天気 天気

晴れ

調査内容

３1人（教員２名） クラブの時間

令和４年度版「子どもたちが調べる水辺の生き物」原稿用紙
（第36期 長浜市水生生物少年少女調査隊「みずすまし」調査報告書）

活動団体名

南郷里小学校理科クラブ

活動時間活動人数

6月21日
十一川支流

（今川町農業用水）

2回目

5月30日

日時

1回目

十一川支流

（南田附東）

場所

5月26日

日時

十一川支流

(郵便局付近)

場所

3回目 4回目

日時 場所 日時 場所

　パックテストの結果や指標生物の種類から、汚れている川に生息する生き物が大半を占めていることが分かり、子どもたちは少し残念な気持ちに

なる反面、自分たちが住む地域の川を美しくしたいという気持ちを高めることができました。

　指標生物からは、ヒラタカゲロウ、ガガンボ、サワガニなど、「Ⅰきれい」に分類される生き物がいましたが、「Ⅲよごれている」に分類される

ミズムシやヒルが大量にいたことから、あまりきれいでないことも分かりました。

　毎年、同じ場所で同じ生き物が見つかることから、自然環境は維持されていると考えられます。しかし、きれいにしていくためには何ができるか

を身近なところから考えていきたいです。

・ヨコエビがたくさんいて、あまりきれいな川ではないということが分かりました。

・プラナリアがいたことがびっくりしました。調べると、きれいな川にすんでいるそうです。切っても４日ほどで、新しい体が再生されるそうで

す。

・十一川は、少し汚れている川だと分かったけど、きれいな川にすんでいる生き物もいたので、少し安心しました。

捕まえた生き物たち（活動で捕まえた・見かけた魚や昆虫、植物　など）150字程度

・ヒラタカゲロウ　・フタスジモンカゲロウ　・ガガンボ　・サワガニ　・カゲロウ　・シジミ　・カワニナ　・サホコカゲロウ

・ヒル　・ミズムシ

・アメリカザリガニ　・ヨコエビ　・スジエビ　・ドンコ　・ハグロトンボ（ヤゴ）・シオカラトンボ（ヤゴ）

・コオイムシ　・カワムツ（稚魚）

調査のまとめ（調査から分かったこと、学んだこと、判明したこと、その他）320字程度

調査員の感想（子どもたちの感想、環境日記の抜粋　など）150字程度

調査活動について（どんな道具でどんな活動を行ったか、活動中の子どもたちの様子など）450字程度

　水生生物調査隊は、理科や自然への興味・関心のある4年生以上の児童３１名が、理科クラブに所属し、年間12回のクラブ活動の取組の中で、５月

と６月に３回調査を行いました。調査場所は、学校の校地・運動場の北側にある十一川の支流、東側の支流及び本流、南側の今川町農業用水の３か

所で行いました。

　南郷里小学区の地域を流れる十一川の支流は、比較的浅く流れも緩い川なので、サンダル等で川に入り、タモやざる、バット等を使って、砂利や

石、藻などに隠れている小さな水生生物を見つけ、種類ごとに分類しながら調査をしました。指標生物の他にも、ドンコやザリガニ、小魚や小エビ

などもたくさん生息していて、豊かな自然が残っていると感じました。子どもたちは、「先生！これ何？」と生き物を見せにきたり、「大きな魚取

れた！」「このすばしっこい小さいやつ何なの？」と興味深く話したりしていました。


